
北水試だより　100 　（2020）

－ 20 －

1 ．はじめに

　渡島管内ではコンブ漁業が盛んであり、道内全

体の生産量の約30％にあたる4,000～5,000トンが

毎年生産されています。近年は、マコンブやガゴ

メをはじめとしたコンブ類の群落が衰退し、天然

コンブの不漁が続いており、養殖による生産が漁

家収入の大半を占めるようになっています。また、

スルメイカやマグロなどの漁船漁業の不振やホタ

テガイ養殖の不調を受け、生産が安定しているコ

ンブ養殖への関心は、これまで以上に高まること

が予想されます。このため、天然コンブの資源の

回復を図ることは急務ですが、それに代わる新た

な収入源となる養殖産業の創出も必要と言えま

す。そこで、急速に需要が高まっているガゴメに

注目しました。

　ガゴメは、天然資源が著しく減少していること

や養殖では収穫までおよそ 2 年間を要すること、

養殖着業者数が少ないなどの理由により、生産量

は伸び悩んでいます1）。ガゴメについても、マコ

ンブやミツイシコンブのように 1年で出荷できる

促成養殖技術2）が確立されると、生産効率が向上

するとともに着業者数が増えることで、生産の安

定化が期待できます。函館水産試験場は、本種の

促成養殖技術の確立を目指して研究を進めてきま

した。本稿では、ガゴメ養殖に関する研究の現状

と課題を紹介します。

2 .�ガゴメとは

　ガゴメは道南海域の重要な水産資源のひとつで

す。本種は、マコンブやミツイシコンブと同じコ

ンブ類に分類され、これらと同様に微小な配偶体

と巨大な胞子体が世代交代する、独特な生活環を

持ちます3-4）。生長に伴って、葉状部に特有の龍紋

状の凹凸紋様が形成されることが、本種の大きな

特徴です（写真 1）。かつては雑海藻として駆除

されていましたが、近年は食材としてだけではな

く、健康食品として注目され、その利用範囲は拡

大しています。

3 ．ガゴメの成熟誘導試験

　ガゴメの促成養殖を実現するうえでの第一の課

題は、夏季に遊走子嚢斑（以下、子嚢斑）が形成

された胞子体（母藻）が手に入らず、種苗生産の

時期を早められないことでした。なお、子嚢斑と

は遊走子嚢とそれを保護するように形成された側
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新しいガゴメ養殖技術の確立を目指して

写真 1　�函館市木直町沖で採集された未成熟なガ
ゴメ胞子体とその葉状部表面の拡大（子
嚢斑は未形成）.
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糸からなる器官であり、簡単に言えば胞子（タネ）

が作られる生殖器官です。そこで、これを人工的

に形成させる（以下、成熟誘導）ことで母藻を作

出することを試みました。研究開始当初は、実験

室内で作出した小型の胞子体を使用し、効率の良

い成熟誘導条件を探索しました。その結果、水温

や光の強さなどを制御することで、約 1か月間で

子嚢斑を形成させることができました（図 1）。

の一種であることがわかりました。

　ガゴメの成熟誘導中に発生するヤドリミドロ類

の数は、水温が高いほど増加する傾向が認められ

ました（図 2）。今のところ、成熟誘導の効率を

大きく低下させない程度に水温を下げ、ヤドリミ

ドロ類の増加を抑制することで、この問題に対処

しています。ただし、ヤドリミドロ類はガゴメの

組織内部に侵入することから、一度混入してしま

えば駆除することは極めて困難です。また、それ

らの遊走子が、ガゴメの採苗時に混入し、種苗に

　しかし、その喜びもつかの間、天然の大型の胞

子体を使用した成熟誘導試験では、予想以上に時

間を要することや、胞子体の表面または内部に存

在していた、他の海藻が爆発的に増殖する問題が

発生しました。前者は水槽に工夫を加えることで、

ある程度改善できました。一方、後者には今でも

手を焼かされています。この海藻類が増殖すると、

成熟誘導中のガゴメ表面に多数の黒い点が現れま

す（写真 2 A）。この海藻はガゴメの葉状部に付

着するだけではなく、内部にも侵入します（写真

2 B-C）。細胞糸は長さ0.1～0.15㎜、直径約0.005

㎜と微細ですが（写真 2 D）、これが増殖すると

肉眼でも観察できるほどの大きな塊になります。

これが黒い点の正体でした。なお、一部の細胞糸

には複子嚢と考えられる生殖器官が形成されてお

り（写真 2 E）、その先端からは多数の遊走子が

放出されていました（写真 2 F）。これらの観察

や培養実験を通して、この海藻はヤドリミドロ類
図 2　�葉片表面に付着するヤドリミドロ類の数と水

温の関係.�エラーバーは標準偏差を示している.

写真 2　�ガゴメ葉片に発生したヤドリミドロ属の
一種.�A：ヤドリミドロ類（黒い点）が発
生したガゴメの葉状部表面,�B:付着部の
拡大（表面観）,�C:付着部の拡大（断面観）,�
D:細胞糸,�E:複子嚢,�F:遊走子（写真中の
矢頭）.�スケールバーはA: 1 ㎜,�B-C:0.05
㎜,�D-F:0.01㎜.

図 1 　�成熟誘導試験結果の 1例.�エラーバーは
標準偏差を示している.
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付着することも懸念されます。今後、成熟誘導の

効率化や健苗育成の観点から、ヤドリミドロ類の

増殖を防除する手法の検討が必要と言えます。

4 ．種苗センターを活用した成熟誘導試験

　これまで、ガゴメの成熟誘導は実験室レベルに

とどまっており、供給できる種苗の量も限られて

いました。そこで、この技術を実用化するため、

南かやべ漁業協同組合が所有する種苗センターを

利用し、大規模な成熟誘導試験を実施しました。

　試験は2019年 6 月26日に開始し、同年 8月中旬

までには、母藻として使用可能な程度の子嚢斑が

形成されました（写真 3）。その後、これらの母

藻が使用され、約8,400mの種苗糸が生産されま

した。これらの種苗糸は、促成マコンブの種苗糸

と同時期に漁業者に配布され、海中での養殖が開

始されました（沖出し）。種苗が順調に育てば、

養殖開始から 7～ 8か月後の2020年 5 ～ 6 月頃に

収穫される予定です。

　ガゴメの成熟誘導技術は普及する段階に進みま

した。しかし、成熟誘導のために種苗センターを

稼働することで、新たな電気代や燃油代、人件費

が必要となります。現状では、コスト面の問題が

技術普及の妨げとなっています。少しでもこの問

題を緩和するため、今後も成熟誘導技術の改良に

取り組んでいきます。

5 ．早期に生産したガゴメ種苗を用いた養殖試験

　早期に生産した種苗を用いた養殖試験は、2018

年まで函館市内の 2地点で実施していました。

2019年からは津軽海峡内の 2地点を加えた、 4地

点で養殖試験を実施しています（図 3）。大船町

と日浦町では、養殖期間中のガゴメの生育状況と

漁場環境を定期的に調査しています（写真 4）。

　大船町における2017年度の養殖試験では、養成

個体の生育が良好で、収穫時の平均葉長は

150cm、湿重量は200gに達しました（図 4）。

2018年度の試験でも、 2月までは前年度並みの生

長が認められました。しかし、それ以降は生育状

況が急速に悪化し、収穫時のサイズは前年度のお

よそ半分程度にとどまりました。この生育差には、

2017年度と2018年度の漁場環境の違いが影響して

いると考えられます。

写真 3　�成熟誘導によって子嚢斑が形成されたガ
ゴメ胞子体.

写真 4　�大船町沖でのガゴメ養殖試験（2019年 4
月18日）.

図 3 　ガゴメ養殖試験の実施地点.
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　2017年度は沿岸親潮の影響が小さく、 2月中旬

以降も 4℃を下回ることはほとんどなく、 2～ 3

月までの平均水温は4.6℃でした（図 5）。一方、

2018年度は 2月上旬には、水温が 3℃台まで低下

しました。 2～ 3 月までの平均水温は3.4℃であ

り、 4月上旬まで 2～ 3℃台で推移しました。

　ここで、ガゴメの生長に及ぼす水温の影響を調

べた室内培養試験を紹介します。この試験では、

ガゴメ胞子体を水温 7条件（ 5 ℃、7.5℃、10℃、

12.5℃、15℃、17.5℃、20℃）で培養し、その期

間中における葉面積の変化の割合（相対生長率）

を比較しました。その結果、相対生長率は12.5℃

で最も高く、15～20℃ではこれより低い値を示し

ました（図 6）。また、12.5℃以下では、水温が

低下するほど、相対生長率は低下する傾向が見ら

れました。従って、2018年度の収穫物が前年度に

比べて小型であったことは、 2～ 4月上旬にかけ

ての低水温の影響によって生長量が低下したこと

が、ひとつの要因であると推察されます。

　日浦町では2018年度から養殖試験を開始しまし

た。10月下旬に種苗を沖出ししましたが、この時

の水温は18℃台で推移していました。種苗の生長

は認められたものの、翌月までには大半が流出（芽

落ち）してしまいました。残存した個体も、他の

海藻類などに覆われてしまい、観察の中止を余儀

なくされました。ところが、その後、わずかに残

存していた種苗が急速に生長し、夏季には、湿重

量500gを超える個体も見られました（写真 5）。

残念ながら、このように大型化した原因は明らか

になっていません。

　なお、この試験では種苗糸を仮殖せず、沖出と

同時に種苗糸を養成綱に差し込み、養殖を開始し

ました。仮殖は養殖施設に種苗糸を吊り下げ、種

写真 5　函館市日浦町沖で収穫された養殖ガゴメ.
図 6　�ガゴメ胞子体の生長に及ぼす水温の影響.�

エラーバーは標準偏差を示している.

図 4 　�大船町沖で養殖したガゴメの葉長と湿重量
の季節的変化.�エラーバーは標準偏差を示
している.

図 5 　ガゴメ養殖試験期間中の大船沖水温の推移.
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苗を選別するための作業です。その期間は、数日

から長くても 2週間程度ですが、その間に少なく

とも仮根の発達が不十分な種苗や枯死しかけた種

苗などは、自然に排除されると考えられます。ま

た、生長の悪いものは漁業者の手で取り除かれ、

可能な限り状態の良い種苗だけが選りすぐられま

す。今回、この作業を行わなかったことが、種苗

の生残状況に影響した可能性があります。今後、

仮殖の効果についても検証する必要がありそうで

す。養殖ガゴメの生産の安定化を図るため、今後

も養殖試験を継続します。

6 ．おわりに

　ガゴメの促成養殖試験は、開始からまだ 3年で

すが、少なくとも成熟誘導した母藻由来の種苗の

健苗性は確認できました。また、早期種苗生産技

術によって、天然ガゴメの品質には及ばないもの

の、通常の 1年養殖よりも大型の個体が収穫でき

るようになりました。

　ガゴメの促成養殖実現に向け、少しずつ技術の

開発が進みはじめています。コンブの促成養殖は

約 1年間で、天然コンブに引けを取らない高品質

のコンブを栽培する手法です。その意味では試験

中のガゴメ養殖は、いまだ 1年養殖であって、促

成養殖とは言えません。ガゴメの促成養殖技術を

確立することは容易ではありません。しかし、天

然の資源が著しく減少している状況を考えると、

この技術は将来的に必ず必要となることが予想さ

れます。今後も関係者との連携を図り、促成養殖

ガゴメの事業化を目指します。本研究が、わずか

でもコンブ漁業の振興に貢献できるよう引き続き

研究を進めていきます。
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